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新しい住宅用暖冷房機.
NewTYPe Domestic Gas Clean Heat Air

Hit∂Chihasdevelopedanewtvpeo†domestica乙rconditionerwhichconsistsofa

gas-heatedwa｢mai｢heaterwithawarmingcapacityo†3.500kca仙andaseparate

type｢00mCOOle｢withacoolingcapacityof2′000kca仙.1temploys∂bほsttvpe

b=r=e=eatu==9Stab=zed′Sile=t burn-ng･Vario=S kinds of gasca=beusedasa

f=el･Sincethisairco=ditio=erisdesignedi=theforceddra=ghtb∂■a=Ced刊=etyPe.

in which fuelgas and circulatl=gairarecomplelelvseparated.theatmosphereo†

the｢00m Can be keptclean.AIso′itcontainsadu∂lthermometerforboth room

COOll=ga=dwa｢mi=gWhich.besideskeep■ngtheroomtemperatureatacomfortable

levelallthe yea｢｢0==d-e=ables to eco=Omize o=fueland e】ectric■lv.Another

featu｢eisthatitscompactdesign訓owsthe usertoinstallitin the roomwithout

elaborateinsta‖ationwork.

ロ 緒 言

最近の所得水準の向上,生活様式の変化に伴し､快適な居

住環】毒づく りに対する要望は年々高まり,一般住宅において

も安全かつ健康的な暖冷子方設備が必要不可欠なものになって

きている｡

このような二状況の中で,現在わが国の一般ノ家庭における暖

冷デカは,開放形のガス･心拍ストーブによる暖蛎および電気

冷百子機(ルーム エアコン)による冷房が主流をなしているが,

最近,強制給排1も式密閉燃焼形(以下,FF式と略す)暖ら子機

がi主目を浴びている｡

そこで,日立製作所では暖房と冷房を別々の機器で行なわ

ず,l一つの室内機器で全機能を果たすオール シーズン形の住

宅用個別暖冷房機として暖Iノブの立上りの速いFF式ガスラムIL風

蒸発器

冷温風勉

燃焼器

歯

室内フアン

給排気筒

(室内ユニット)

エアフィルタ

ドレン管

冷媒パイプ(高･低圧),
電力渡り線

(室外ユニット)

図l｢パルエアコン+構成図｢パルエアコン+は,室内ユニット,室外

ユニットおよび冷媒パイプで構成Lている｡

Fig.1Construction of``pAL A】RCON''
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【財力慌にセパレート形ル”ム エアコンの機能を組み込んだ新

形の｢パルエアコン+を開発したので,以下にその仕様,構

造および特惟について紹介する｡

臣l ヰ幾能と特長

｢パルエアコン+は,FF式ガスi正風暖垢機にセパレート形

ルーム エアコンの機能を組み込んだもので,岩内ユニット,

去外ユニットおよぴこの二つのユニットを連結する冷株配管

で構成している｡図1はその構成図を,図2は室内ユニット

の外観を示すものである｡室内ユニットには,暖房用のFF

士じガス燃焼器および熟‾交換器とi令J方円の蒸発器を内蔵してお

り,室外ユニットには,冷砧用の圧縮機と凝縮器を内蔵Lて

図2 ｢パルエアコン+外観 ｢/てルエアコン+室内ユニットの外観を示す｡

Fig.2 Exterior View of -`pAJAIR CON”

*
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いる｡

室内の冷たい(または,暖かい)空気は,案内フアンによr)

燃焼器,蒸発器の回りを流れ,温風(または,j令風)となって

室内へ吐き出される｡

燃焼に必要な空気は,屋外よl)給了非気筒から給気管を通し

て取り入れられ,燃焼によって生じたガスは排気管を通って

同じく給排気筒から屋外へ排出される｡

この｢パルエアコン+の持つ機能と特長は次のとおりである｡

(1)1台の室内ユニットで暖房,冷拓が可能である｡

暖房と冷房が切換スイッチにより簡単に行なえ,年間を通

じて有効に活用でき,暖房,冷房別個の機器を設置する必要

がなく,室内空間の有効利用が可能である｡

(2)安定した大きな暖房能力

暖j芳熱妻原にガスを使用しているので,外気温度に左右され

ない強力な暖声寿が可能である｡燃焼器は従来のブラスト式燃

焼器の持つ騒音の問題に対して,火炎の旋回を均…一にし,か

つ火炎面の保持を確実にすることにより解決した新燃焼方式

のブラスト式燃焼器で,安定した静かな燃焼が可能である｡

(3)安全かつ快適な暖冷房が可能

燃焼ガスを強音別的に屋外へ排出するので,衛生的な暖冷房

が可能である｡また,暖?令房兼用のルームサーモを内蔵して

いるので室内を常に快適温度に保つことができ,かつ電気,

ガスを節約できる｡

(4)設置工事が簡単

設置+二事は給排気筒の取付け工事,冷媒配管およびドレン

の排出工事のみであり,セントラル式暖冷房設備のように大

がかりな工事を要せず,既設住宅にも簡単に設置できる｡

表l｢パルエアコン+仕様 ｢パルエアコン+の右もな仕様を示す｡

Tab‥∋lSpecification of"PALA旧CON-'

項 目 仕 様

形 式 室内:GHC-320 室外:RAC-221

外形臣室内 高さ 690×幅 850×奥行350(mm)

寸 法 室 外 高さ 405×幅 695×奥行320(mm)

暖

房

暖 房 能 力 3′500kca卜/h

ガ ス 種 ∃頃･, 都市ガス:(6B,13A)

ガス消費量 都市ガス:4.250kcaけh

燃焼器形式 ブラスト式燃焼器

点 火 方 式 高圧放電式

給排気方式 強制給排気方式

ゴム管接糸売口 9.5mm≠

安 全 装 置

口火安全装置(サーモカップル式)温度ヒューズ,

過熱防止サーモ,風+王スイッチ,停電安全装置,

パイロット電石姦弁,爆発点火巨万止装置

加 湿 装 置 内蔵

消 費 電 力 80/85W

冷

房

冷 房 能 力 2′000/2′240kcaレ′h

蒸発器形式 クロスフィン式

プ令 嬢 R-22 0.9了k甘

消 費 電 力 リ00/l′24DW

送

凰

フア ン形式 両吸込形2i垂多翼送風機

標 準 風量
強冷･送風8mリmれ 強暖6mリmれ

弱冷･弱暖4mソmln

温 度 調 整 噴冷房.兼用ルームサーモ

電 ;原 単相100V 50/6(】Hz

重 量 室内:52k甘 重タト37k9

8 仕 様

｢パルエアコン+の主な仕様は表1に示すとおりである｡

(1)能力

設置,使用される部屋として,8～10畳のリビング ルーム,

ダイニング ルームを想定し,暖房能力は3,500kcalル,冷房

能力は2,000kcal/hとしている｡

(2)外形寸法

室内空間の有効利用,設置場所の自由な選定を可能にする

ため,できるだけコンパクトにまとめることを主眼とし,幅

寸法は半間(900mm)に収まる寸法850皿m,高さ寸法は一般住

宅の窓下寸法を考慮し690mmとしている｡

(3)給排気筒

給排気を燃焼ガスのドラフトによっているBF式と異なり,

外気に面した壁面に直接取り付ける必要がないというFF式

の特長を最大限に生かすために,わが国の一般住宅の構造や

寸法を考慮し,直管5m,曲がり3箇所まで延長可能として

いる｡

(4)安全装置

停電時のガスしゃ断装置,燃焼確認のための口火安全装置,

誤操作によるガス音充出･爆発点火防止装置,異常過熱防止装

置などを備えて,安全性に万全を期している｡

(5)ガス椎の転換方法

東京瓦斯株式会社をはじめ,各地で進められている石炭系

都市ガスから天然ガスへの転換計画に対処するため,転換方

法をコック･ガバナによるガス量調整のみとしている｡

(6)暖房専用

暖冷房設置計画,据付工事の面から,室内･室外ユニット

の同時設置が必ずしも期待できぬことから,室内ユニット単

体で暖房運転可能としている｡

B 構 造

室外ユニットは従来のセパレート形ルーム エアコンのもの

と同一なので,ここでは室内ユニットについて説明する｡

図3は,室内ユニットの内部構造を示すものである｡同図に

示すように,一最下段に室内空気循環用の室内フアンを設け,

その上に暖房用の燃焼器と熱交換器を,最上段に冷房用の蒸

発器を設けている｡また,仕切板を介して右側に制御機構,

給排気フアンを配置し,右上方に操作部を配置している｡各

部品の配置に際しては,冷房時の露付きの問題,熱■交換器グ)

過熱の影響,安全性,操作性などを十分に考慮している｡主

構成部品の機能,構造の詳細は次に述べるとおりである｡

4.1 燃 焼 器

一般一家庭に供給されるガスの諸性質は,ガス会社により異

なっている｡また前述したように各地でガス椎の転換が計画

されている｡:ゲスの組成,比重などは燃焼に影響を及ぼすの

で,性二伏の異なるガスを良好に燃焼させるには,良好燃焼城

の広い燃焼器が要求される｡この要求に適合する燃焼器とし

てはブラスト式燃焼器がある｡ブラスト式燃焼器は騒音が高

いという欠点を有しているが,騒音を低下できれば,家庭用

としても理想的な燃焼器とすることができる｡

-一一般に燃焼騒音を低下させる手段として,次の3項目が取

り上げられ,研究されている(1卜(4)

(1)火炎面の保持を確実にする｡

(2)局所的なうずi充れをなくし,燃焼面に対し均一なうず手充

れとする｡

(3)炎口形二伏に合った一次,二次空気割合を定める｡

81



冷温風吹出口 加湿給水口

室内フアン

エア

熱交換器
声燃焼器
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l
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フィルト+寛ぎ琵寛琵
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空気吸込ローーーー+

図3 室内ユニット内部構造 本体下部に宝内ファンを,その上に燃焼

器,熱交換器を,最上部に蒸発器をそれぞれ配置Lている.

Fig.3lnterior ConstructiorlOf Room Unlt

そこで/卜L札 二の3項Hに注目L研究を行なった結斗土,騒

占二の低し一新燃焼方式のブラスト式燃焼器を開発Lたし,

｢パルエアコン+では,二の新l利発の燃焼器を採補している｡

図4は､二の燃焼器の概田刑場造を示すものである｡

イこ燃焼器の持つ特上主は,火のとおりである｡

(1)オス柿の転枚がガス韻の調幣のみで簡単にでき, ノ ズル

交換などの不安定作業が不一安である｡

(2)良好燃焼を保つりこ?1(過剰率調幣帖が,従来の燃焼器に比

べて人きく とることができ,ガス帥の追い亡三よる燃焼に必要

な?:モ1(量の差,給排乞も召:を延上主したゴ湯f㌢の抵抗才貝大変化によ

施回流

(
混合宝

予混合皇

ルーバ

小孔

ガス･空気混合翼

ノズル

二次空気穴

二次空気

一次空気

ガスーー+■

空気量調整ダンパ

ヽ ′ /

+王=======±+′ ､､ヒ======土+

一次空気穴

給排気フアン

電動枚

図4 燃焼器の内部構造 旋回溝を与えて,高負荷燃焼を可能にLてい

る｡

Fig.4 Const｢uct10110f Burner

82

新しい住宅用暖冷房機 日立評論 VOL.56 No.5 498

るニノニモ1(量の変化を無視することが叶能であI),空与毛量調整ダ

ンパの.洞繋が‾イて要である｡

(3)熱触株などをけぃ､ることなく､高負荷燃焼が可能である｡

4.2 熱交換器

高負荷燃焼が‾rjr能であるというブラスト式燃焼器の特長を

′卜かL,′家庭川口妥冷坊機としてコンパクトにまとめ,かつ熱

交換効率を_卜げるため,高i比に耐え得るステンレス鋼製の多

管J℃熟女授器を採用している｡

4.3 蒸発 器

蒸発音詩は従オミのセパレート形′レーム エアコンと同一一一のクロ

ス フィン形であるが,熟女枚器の過熱による冷媒の劣化,冷

Jノさ迷転時の三宗の消‾Fを考･慮して特に設計している｡

また,1ミ内ユニット単独で暖巧遅転可能なように冷媒√乏液

器を設け,まず三日ノっユニ､ソトを設言草Lて暖レi運転のみ行ない､

冷りjが必安となったときに1一三外ユニットをt壬設置して冷)カを行

なう という,た独通性のある暖冷レi設置計抑i,据付工事を可能

にしている｡

4.4 送風寺幾

送風俺は,他の形式の送風機より小形で風量,風圧が大き

く,什しl軌ヤの両L吸込2過多巽送風機を才末用している｡また,

凪最を=是レ∴;了㌻チノj各2f貨に切扱えできるようにし,強力な暖

りj･冷り∴ 静瀬な暖房テ･冷イカの切換を可能にしている｡

4.5 操作機構および制御ヰ幾構

操作機ヰ満は,操作性を考慮し1三内ユニ･ソト右_卜部･-箇所に

集めている｡暖テオ操作は,か､ス操作の安全性を考慮し,ガ､ス

のノ亡せんの開閉操作と1‾にニミ操作の2操作とし,i令房操作は屯

1も推作の1操作としている｡また1i内氾度を常に快適に保つ

ために.岐i令7ノブ兼用ルⅧムサニモを内職している｡

図5は,オス配管系とrl棚卸機他の関係を示すものである｡

配管系には,.七燃焼器用,パイロ･ソト燃焼器用のガバナをそ

れぞれ.設け,供給ガス圧が変J軌しても燃焼熱量を一定に保ち

ノ左延燃焼を可能にするとともに,コックによるガス柁の転換

を不易にLている｡

ガス
｢-ノル⊥ム

†器具せんjl｢●‾

安全弁

温度ヒューズ

過熱防止サーモ

主燃焼器＼

点火電極 風圧

サーモカップル

lパイロット燃焼器
L______

コ

ッ

ク′
M

コックP=ニガ～くナP

+

r‾

≡ヨ
l電
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-

｢
一
-
■
■

†
l

_.__._____+

｢
-
■
.
-
■
■
■

l

点如テ泊----------一一l

図5 ガス配管系系充と制御j鮭構 口火安全装置,温度ヒューズなどを

設け,安全性に万全を某月している｡コックM,コックPの句]換えによりガス種の

転換を行なうし.

Fi9.5Gas Condult and ControISystem
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■】 特 性

冷.カ特作については次の機会に.凍り,おい二l嵯′カ才､一J二件につ

いて述べる｡

5.1 燃焼特性

燃焼器の良′テを判;Eするために,次にホす碓iば.iJじ験を行な

っている｡

(1)1ガスと称する拡≠牧が忠く,うてうこ仝燃焼L⊥さ〕すいガスに

よる韓炎,COク)ヲ己/-l一二のイj▲紙の碓.ば.三人験

(2)2ガスと秘する燃焼油化が速く,逆火を起二Lやすいガ

スによる逆火,消火古の有無の確認試験

(3)3か'スと称する燃焼油煙が.;蛙く,吹き消えを起こしやす

いガスによる吹き消え,炎♂)浮【二がり(リフ = のイj‾無の碓

-ばii式｡験

(4)1二記(1)～(3)の供給ガス庄埜軌,′主=馴郎E拝変刺による確認

試版

イ丁災系祁IIイオス(6B),大然ガス(13A)の終柿ガスをイ∫上川L

て,給排1-t筒標準の域†ナおよび給排1も管をイ娃上呈した場でナにつ

いて確認Lた結果を表2および図6にそれぞれホした｡｢J‖当,

表にホすように,燃焼熱呈2,800～5,000kcal/h,?た1t過剰ヰ

1.1(一給排1もフアン能力限外までのJム範【ノ‾rlにわたり良(け燃焼が

‾吋能である｡ことに空乞も過刺ヰく1.2以+二においては,CO/CO2

は0.一)003以‾Fと｢ガス=卦業法+に定めるJl!壬準0.02以■卜を大幅に

下[!!Jる上之好な値となっている｡

5.2 耐風特性

｢パルエアコン+は給排1t筒を娃外に血する畔L耐二.没‾こ賀し,

燃焼r｢jの空乞iを屋外より揮い)入れ,燃焼ガスをJキミ外へ排州L

ている｡このため,燃焼状態は鐘外の風の去旨響を′受ける｡こ

の凪刀影響の程度を判別するため,‖付風試よ験を実地Lている｡〕

耐風試験は,強風を似想し0～20m/sの風を図7に示すよう

に,給排仁も筒に対し水平方向20は_l二‾方の終方向かJJ当て,5.1

の(1ト(4)に述べた燃焼性能確認.試験を行ない,凪の七をう響の有

無を判別するものである｡イJ炭系郁‾心材ス(68),天然ガス

注:ガス 種 6B-1

燃焼熱量 4､600kcaレ′h

人=1.2

0.03

0.02

垂
⊂)

く⊃

0.01

吸耕気筒直管5m

曲り3個所

吸排気筒
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表2 燃焼確認試馬集結果 都市ガス(6B),天然ガス(13A)についての燃

焼確認結果を示すもので,2.800--ノ4′500kca卜川まで良好燃焼可能である｡

Table 2 Combustion Characte｢istlC Of Burne｢

確 認 項 目
燃 焼 熱 量

(kcal/11)
判 定 結 果

黄 炎 確 認 3′900､-5′000 発 生 せ ず

逆 火 確 認 l,900､4′500 な し

消 火 書 確 認 l′900‾､4′500

リ フ ト 確 認 2′800--4′500

/〆/ 〆
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図6 燃焼痔性 co発生率と空気過剰宰との関係および実使用状態の値を示す｡
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図7 耐風試験状況

周に示す名･方向より,0

へ一20m/sの風をあて燃焼

二状態を試験する｡

Fig.7 Testけ1g

-

髄
○
の

0.03

0.02

0.01

Equipment

B10W

注:ガス 種13Al

燃焼熱量 4,450kcaし川

｢
A=1.2

吸排気筒直管5m

曲り3個所

吸排気筒
標準

ファン能力限界

for Wind

1.0 1.5 2.0

空気過剰率 入

83



也車
く:)
仇 淫:ガス種 6B-1

13A-1

♂

繋

■5′き≡_ニ諾ゴ

〉-イ･卓_､マ
皇クワ▲ニ

ミ?言残畏㌔)三圭

-√才ノ三:沸㌢､■J亨一二.′′ノ

ゞ.∨二ち′､-ざj喜ぎ

単;こ…ミ【

･ご′ヨ<

ノこ〇･･L‾三

､r.､､桑‡

ヾ∴ヒ手ノ

_エフ､ご三
芸毛∋くだこ芝こイ‾てふ-ニー

>LJ≦
′･■チぐ三言‾三′‾壬､､

1-1′ナ‾′∴ごィ壬

)叫ソ1∴ご云ノ‡終〉ノ
ノも,J三∫■ニーづ･

後繁三′こ享…

【･～ぐノ

′ヌー;‡

′∫･-さざ

-;くポ･エ

≡:.＼ラブニ･

上∨レ‾字書;ユー1
㌣蜜∧省I′!古壷

繋ぎ
琴窃
享1卓瞥

妄;ゴミミ･;
､ゝ`‾＼Jごノ

ー､･キニ:

実家吉ざ蒜【;

繋ぎ三三こ‥
0度

ぺ蒜:ミミ?､､古史で
≡ブさ■一言一三※ミニ一事･ろ涼葉

0.0002 0.000

CO/CO2

図8 耐風特性 0､一20m′′sの風をあてた場合の風向とCO′′co2の関係を

示す｡)点い網目部がCO/CO2の変動範囲である｡

Fig.8 Combustion Characterjstic for Wind B10W

(13A)を使用し,給排気筒標準の場合,延長した場合につい

て,試験した結果は匡18に示すとおりである｡同国において

黒塗り部分が,風連および風向が変化した場合のCO/CO2の

変動の範囲であるが,その値は0.00015～0.0003であり｢カース

事業法+に定める塵準0.02以下を大幅に下回っている｡また,

逆火,消火音および吹き消えもなく良好な燃焼であり,風の

影響は少ない

表3 室内の許容騒音値 許容騒音値について空気調和衛生工学会の推

奨値を示す｡

Table 3 Desi｢able Sound Levelat Room

許容騒音イ直

区分

騒吾レーくル(dB(A)) N C レベノレ

最低 平均 最大 最低 平均 最大

個人住宅(田園部) 25 30 35 20 25 30

個人住宅(都市部) 30 35 40 25 30 35

ア パ ー ト 35 40 45 30 35 40

表4 騒音特性 前方Im,高さImの位置で測定Lた値を示す｡

Table 4 Sound Leve10†"PAL AIR CON”

区 分

室 内 騒 音 室 外 覧蚤音

等量舌レベル

(dB(Aり
NC レベル

騒音レベル
(dB(Aり

暖 房

強 42 34

43

弱 38 27

′令
房

強 48 40

44

弱 37 27
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5.3 熱交換器性能

給排気筒標準の場合,給排気管を延長した場合につき,都

市ガス(6B)および天然ガス(13A)の標準ガスを使用して試験

した結果は図9に示すとおりである｡本体熟｢交換効率と正味

熱交換効率は,本体出口と給排気筒出口の2箇所で排気ガス

子息度を測定し求めた｡同図に示すように,給排気筒標準,給

排気管延長の場合の本体能力の差はほとんどなく,84-85%

であり良好である｡また,排気管を5In延長した場合,排気

管からの放熱により約2%効率が上昇している｡

5.4 騒音特性

騒音を評価するには,普の大きさ(騒音レベル)で表わす

のが--一般的であるが,その他に通話の妨害度をおもに考慮し

て,可聴周波数をオクターブ バンドに分け,それぞれの音庄

レ/ヾルを通話の弓牲易をもとにして定めた値(NCレ〈こル)で表

わす方法がある｡室内騒音の許容値として,空気調和衛生工

学会が薦めている騒音レベルの値およぴNCレベルの値(5)は

表3に示すとおりである｡

実際の据付状態における騒音は環境によって異なるが,こ

こでは機器単体の騒音として,無響室で周波数分析計により

測定した結果を表4に示した｡同表は都市ガス(6B),天然ガ

ス(13A)を使用し,本体の前方1m,高さ1mの点で測定し

た値である｡表3-4から明らかなように,｢弱+運転の場合,

騒音レベル,NCレベルとも個人住宅(都市部)における値

を満足しており,8～10畳の部屋に据え付けた場合の機器か

らの距離による音の減衰を考慮すれば,田園都市部の個人住

宅における値も満足し得る｡

注:一都市ガス(6B)

--一天然ガス=3A)

正味熱効率

本体熱効率
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図9 熱交換器特性 給排気筒を延長Lた場合の熱交換効率の変化を示

す｡正味熱効率は,壬非気管からの放熱も含む値である｡

Fig･9 Cha｢acte｢istic of Heat Excha=ge Efficie=Cy
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5.5 実用特性

図10に示す試験室に｢パルエアコシ+を設置し,都市ガス

(6B)を使用して暖房運転をした場合の室7且上昇の判子ナとラムり芝

分布およぴこのときのルームサーモの作動を測定した結果を

図‖,12に示した｡両由より次のことが明らかである｡

(1)室内の垂直,水平の温度分布が良好で,その温度差は垂

直分布で20c(床上0.5mと2ⅠⅥの位置),水平分布で約10c

(†木上1m)である｡

(2)暖坊の立上りが速く,暖房開始後約10分で快適i温度(17.2

～22.70c)に達する｡

(3)ルームサーモの作動による1油‡▼の高低差は約3.5度であ

り,実用上問題はない｡また室iふL200cに保つための燃焼器の

稼動率は約50%にとどまっている｡

l司 結 富

以上述べたとおり,｢パルエアコン+は住宅用個別暖冷砺機

として,ほぼ宗三全な機能,特長を有している｡ゴ泣近の一般ノ家

庭における暖冷房設備の普及は目一党しいものがあるが,現在

の暖冷テ芳設備の二状況,｢家屋構造,エネルギーの供給事情およ

び省エネルギー問題カ1ら考えて,｢パルエアコン+こそ顧客の

要望に十呑こたえ得るものと信ずる｡今後さらに,わが国の

事情に合致する真の住宅用暖i合宿機とLて,この機椛の充実

と発展を図ってゆく所存である｡終わりに臨み｢パルエアコ

ン+の開発にあたり,終始ご指導賜わった東京瓦斯株式会社

需要開発室の各位に対し深く謝意を表わす次第である｡

また製品化に際し,日立製作所日立研究所,機械研究所,

デザイン研究所,栃木工場並びに住宅設備事業部システムラ

ボラトリの御協力を得たことを付記する｡

(外気)

｢パルエアコン+

測定点

外
気

ガラス戸(1.8)

甲○

0.8
内壁

廊下

注:1.洋間8畳(縦3.6×横3.8×高さ2.4(m))
2.平均熱通過率 2-6kcal/m2hOc

3.寸法単位(m)

図10 実用試験室平面図 実用試験状況を示す｡A,B,Cの3点で温度を

測定した｡重畳の平均熟通過率は2.6kcal/m2hOcである｡

Fig.10 Test Room
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図Il暖房特性 図10に示す試験室に設置L,入力4,250kcal八強風で運

転Lた場合の暖房立上り特性および温度分布を示す｡

Fig.11Cha｢acteristic of Heati｢唱
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図12 ルームサーモ作動特性 入力4.250kca川1,｢強風+,ルームサー

モ設定値｢中+の場合のルームサーモ作動による室温変化を示す｡室温の高低差

は約3.5degである｡

Fig.12 Room Tempe｢ature During Heating
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